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○
行
政
機
関
が
行
う
政
策
の
評
価
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
三
年
法
律
第
八
十
六
号
）
（
抄
） 

 

（
定
義
） 

第
二
条 

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
行
政
機
関
」
と
は
、
次
に
掲
げ
る
機
関
を
い
う
。 

一 

内
閣
府
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
九
号
）
第
四
条
第
三
項
に
規
定
す
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
機
関
た
る
内
閣
府
（
次
号
に
掲
げ
る
機
関
を
除

く
。
） 

二 

宮
内
庁
及
び
内
閣
府
設
置
法
第
四
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
機
関
（
国
家
公
安
委
員
会
に
あ
っ
て
は
、
警
察
庁
を
除
く
。
）
並
び
に
警
察
庁 

三 

各
省
（
総
務
省
に
あ
っ
て
は
、
次
号
に
掲
げ
る
機
関
を
除
く
。
） 

四 

公
害
等
調
整
委
員
会 

２ 

省 

略 

（
政
策
評
価
の
在
り
方
） 

第
三
条 

省 

略 

２ 

前
項
の
規
定
に
基
づ
く
評
価
（
以
下
「
政
策
評
価
」
と
い
う
。
）
は
、
そ
の
客
観
的
か
つ
厳
格
な
実
施
の
確
保
を
図
る
た
め
、
次
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ

り
、
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

政
策
効
果
は
、
政
策
の
特
性
に
応
じ
た
合
理
的
な
手
法
を
用
い
、
で
き
る
限
り
定
量
的
に
把
握
す
る
こ
と
。 

二 

政
策
の
特
性
に
応
じ
て
学
識
経
験
を
有
す
る
者
の
知
見
の
活
用
を
図
る
こ
と
。 

（
総
務
省
が
行
う
政
策
の
評
価
） 

第
十
二
条 

総
務
省
は
、
二
以
上
の
行
政
機
関
に
共
通
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
政
策
で
あ
っ
て
そ
の
政
府
全
体
と
し
て
の
統
一
性
を
確
保
す
る
見
地
か
ら
評
価
す
る

必
要
が
あ
る
と
認
め
る
も
の
、
又
は
二
以
上
の
行
政
機
関
の
所
掌
に
関
係
す
る
政
策
で
あ
っ
て
そ
の
総
合
的
な
推
進
を
図
る
見
地
か
ら
評
価
す
る
必
要
が
あ

る
と
認
め
る
も
の
に
つ
い
て
、
統
一
性
又
は
総
合
性
を
確
保
す
る
た
め
の
評
価
を
行
う
も
の
と
す
る
。 

２ 

総
務
省
は
、
行
政
機
関
の
政
策
評
価
の
実
施
状
況
を
踏
ま
え
、
当
該
行
政
機
関
に
よ
り
改
め
て
政
策
評
価
が
行
わ
れ
る
必
要
が
あ
る
場
合
若
し
く
は
社
会

経
済
情
勢
の
変
化
等
に
的
確
に
対
応
す
る
た
め
に
当
該
行
政
機
関
に
よ
り
政
策
評
価
が
行
わ
れ
る
必
要
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
当
該
行
政
機
関
に
よ
り
そ
の

実
施
が
確
保
さ
れ
な
い
と
認
め
る
と
き
、
又
は
行
政
機
関
か
ら
要
請
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
当
該
行
政
機
関
と
共
同
し
て
評
価
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
認

め
る
と
き
は
、
当
該
行
政
機
関
の
政
策
に
つ
い
て
、
政
策
評
価
の
客
観
的
か
つ
厳
格
な
実
施
を
担
保
す
る
た
め
の
評
価
を
行
う
も
の
と
す
る
。 

３ 

省 

略 
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